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第９回国際原子力エネルギー協力フレームワーク（IFNEC） 

運営グループ会合の結果について 
 

平成 27 年 6 月 23 日 

内 閣 府 

原子力政策担当室  

 

 

第９回 IFNEC運営グループ会合（局長級）が平成 27年 6月 16日にパリにて開催された

ところ、以下に運営グループ会合の結果概要を報告する。 

 

１．運営グループ会合日程 

   開催日：平成 27年 6月 16日（火） 

   開催場所：ジョルジュ・サンク・ホテル（フランス） 

 

２．主要参加国及び国際機関代表者 

会合には、IFNEC“参加国”（Participant Countries、正式メンバー国）20 カ国、“オ

ブザーバー国”（Observer Countries）が 4 カ国、“オブザーバー国際機関”(Observer 

Organization)の 2機関が参加（参加リスト参照）。主要国代表者は以下の通り。 

 

○主要国代表者 

フランス（ホスト国）： ジュルネ CEA国際局長 

米国（議 長 国）：  マクギニス・エネルギー省次官補代理 

日本（副議長国）：  中西 内閣府大臣官房審議官 

中国（副議長国）：  リー国家能源局部長 

  

 ○日本出席者 

（内閣府）：   中西審議官、貞安政策企画調査官 

（経済産業省）： 日高補佐 

  

３．会合結果 

 

（１）特別セッション： 「国際開発金融機関による原子力発電へのファイナンスの可能性」 

 

① 定例議題の前に、特別セッションとして本テーマの討論が半日をかけて行われた。

これは、昨秋の執行委員会会合（閣僚級会合）にてヨルダン他の原子力発電参入を

目指すメンバー国から、「世銀などの国際開発金融機関に原発建設へのファイナンス

への参画を促すべき」との要請が出されたことが背景にある。 
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② 本セッションの基調講演として、国際エネルギー機関（IEA）から「エネルギーと気

候変動」、世界原子力協会（WNA）より「世界の原子力産業の展望」、さらに仏 EDF

社より、同社が参画している英国ヒンクリー・ポイント原子力発電計画での電力市

場価格との差額精算方式（CfD）による原発ファイナンス・モデルの事例紹介があっ

た。 

 

③ パネル・ディスカッション(第１部)では、国際開発金融機関である欧州投資銀行、

及び欧州復興開発銀行の２行が原発向け融資方針について概説。 

 欧州投資銀行は、１９８０年代に原子力発電への融資実績があるが、EUでは原子

力発電は低炭素技術とされているものの、EU加盟国間で原発投資には賛否両論あ

り、ユーラトムとの協調融資の場合に限定されるとの立場。 

 欧州復興開発銀行は原子力安全分野への融資実績はあるが、欧州委員会と歩調を

合わせた範囲内の融資としており、新設炉への投資は難しいとの立場。 

 

パネル・ディスカッション(第２部)では、輸出信用機関３行（日本国際協力銀行、

仏コーファス社、米国輸出入銀行）が原子力発電への融資方針について概説。各行

とも、原子力発電を融資対象としているが、国際開発金融機関の協調融資となるこ

とが望ましいこと、その促進のためには国際開発金融機関とプロジェクトのリスク

分析情報を積極的に共有することが有効との見解であった。 

 

④ マクギニス議長より、原子力発電へのファイナンスは、原子力発電計画にとって最

大のバリアの一つであるものの、原子力発電は気候変動への有力な対策であり、

IFNECの主要課題として引き続き取り上げていくとの総括あり。 

 

（２）定例セッション： 

 

① 燃料供給サービス・ワーキング・グループ報告 

イラカン共同議長より、これまで検討を進めてきた廃棄物最終処理の多国間アプロ

ーチ案は、既に国内プログラムを進めている加盟国には懸念事項ともなり得ること

を認識し、「多国間処理」と「自国処理」の比較検討ペーパーの作成を進めることと

している旨の報告があった。   

 

② 基盤整備ワーキング・グループ報告 

バーカート共同議長（米）、マティソン共同議長（英）より、本年４月ケニアで開催

された第３回アフリカ地域エネルギー・原子力会議（IAEAと共催）の報告、前日６

月１５日開催の基盤整備 WG会合の報告がなされた。 

 

③ IFNEC事務局機能の OECD/NEAへの移管 

IFNEC事務局機能を OECD/NEAに移管する件につき、マクギニス議長より進捗報告が

あり、今回会合から段階的に OECD/NEAが事務局機能を引き受けること、事務局費用

の拠出については、OECD/NEAが案を策定し、参加国間で検討することが確認された。
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OECD/NEA のマグウッド事務局長より、IFNEC が NEA に要請する業務を弾力的に対応

するとの応答があった。 

 

④ 今後の IFNEC会合の予定 

第６回執行委員会会合： 2015年 10月 23日（ルーマニア） 

（前日 22日に第 10回運営グループ会合） 
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